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90Sr は、半減期 28.8 年の核分裂生成核種であり、Ca と性質が似ていることから、生体内で

硬組織（歯や骨）に取り込まれることが知られている。硬組織内での 90Sr の分布を明らか

にすることができれば、生物の取り込んだ 90Sr の履歴を明らかにできる可能性があるが、

そのためには硬組織を分割し微細な試料の 90Sr 分析が求められる。ただし、1 g 以下の微

細な硬組織の分析を想定すると、1〜10 g の硬組織に最適化された従来の放射能測定法は

適用が難しい。少量試料の 90Sr 分析法として、高感度な ICP-MS を用いた分析手法を適用で

きる可能性がある。ただし、ICP-MS 法で 90Sr を測定するためには、90Sr と同じ質量数を持

つ同重体(90Zr、74Ge16O など)や硬組織のマトリックス成分（Ca）を除去する必要がある。本

発表では、これらの測定干渉物を除去する手法を開発することで ICP-MS 法を微量な硬組織

の 90Sr 測定に最適化し、ウシの硬組織中の 90Sr の分析が可能であるか検討した。 

まず、0.1 g の硬組織に含まれる Zr や Ca を、Sr を特異的に吸着する樹脂カラムを用いて

Sr から分離した。この工程で、骨に大量に含まれる Ca や同重体干渉の原因となる Ge や Ni

のほぼ全てを除去しながら、80%以上の Sr を回収した。化学分離後に ICP-MS 内部のリアク

ションセル内で酸素ガスを導入し、微量でも 90Sr の測定に干渉する 90Zr を精密に除去する

ことを試みた。酸素ガスとの反応により、90Zr は酸化物へと変化することでリアクション

セルから除去された。化学分離と酸素ガス反応を組み合わせることで、Ca や Zr、Ge を 90Sr

測定へ干渉しない濃度まで除去することに成功した。 

硬組織に最適化した ICP-MS 法[1]と従来の放射能測定法により 0.1 g のウシの骨に含まれ

る 90Sr を分析した（図）。その結果、二つの手法の定量値は一致しており、ICP-MS 法によ

り硬組織中の 90Sr が定量可能であることが明らかになった。また、それら手法の測定時間

と検出下限値とを比較すると、ICP-MS 法が放射能測定法より優れており、微量の硬組織に

含まれる 90Sr を迅速に定量できることが実証された。 

 

図. 開発した ICP-MS 法と従来の放射能測定法の比較 
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